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弥生兼題「橋」出題:一枝

写真俳句

1 春の雲ゆらりテムズのつり橋や
季語:春の雲（春）

ロンドン郊外（Teddington）つり橋。

2 五千尺吊り橋洗う雪解川
季語:雪解（春）

上高地のシンボル、標高1500mの河童橋。橋からの
穂高連峰の眺めはため息が出るほど。

3 雪残るVの橋げた歩道橋
季語:残雪（春）
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4 春一番吹いて跳ね橋天につく
季語:春一番（春）

風の強い日で、雲が流れる向こうの青空も
きれいでした。

5 水温む橋の袂の握り飯
季語:水温む（春）

     6 吊り橋の悲鳴を乗せて春疾風（はるはやて）
季語:春疾風（春）

⾧い吊り橋を強い春風が吹き抜け渡る人の悲鳴が
聞こえてきました。
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     7 一の橋 二の橋渡る 春のみち
季語:春（春）

     8 雪止みて ポツンと一つ赤い橋
季語:雪（冬）

モノトーンの雪景色の中、鮮やかな橋の赤い色が
目に映りました。目に映りました。

     9 風立ちてつり橋揺らし春動く
季語:春動く（春。「春めく」の子季語）

信濃へ行った時にアルプスをバックに小さな吊り橋を
撮りました。

      10 うららかや航跡くねる隅田川
季語:うららか（春）

このレインボーブリッジは歩いて渡れます。
歩こう会で田町駅で降りてお台場まで歩きました。
お台場には「自由の女神（フランス政府公認）」が
あります。1時間以上掛かります。あります。1時間以上掛かります。
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俳句

      ストックホルムの橋  撮影:一枝

1 花冷えや橋の下ゆく船速し 季語: 花冷え（春）

丘の上の桜の蕾の下でぶるっと寒さを感じ、眼下の船も寒そうでした。

2 デパ地下へ春事はそこだけ日本橋     季語: 春（春）

3 冴え返る橋行く人の背の丸く   季語: 冴返る（春）

4 海渡る橋に渦巻く春の潮 季語: 春潮（春）

四国と淡路島を結ぶ大鳴門橋には、渦潮を見られる歩道が橋桁の下に設置されていました。

5 朝がすみ異国語走る二重橋 季語: 朝霞（春）

皇居ランナーも国際的になって。

6 孫と公文通うパトニ橋雁休む 季語:雁（秋）

ロンドンのテムズ川の雁は渡りをしないで、近場で住み着いている雁が多いそうです。

7 麗らかや橋で歩を止め眺め入る     季語:麗らか（春）

8 桟橋に小舟の揺れて花見かな 季語:花見（春）

河岸のお花見は舟から楽しむのもいいですね。

9 谷川の木橋をふたり彼岸西風（ひがんにし） 季語:彼岸西風（仲春）

「彼岸西風」は春の彼岸の頃に吹く西風。この風が過ぎると、日増しに暖かくなる。

10 跨線橋くぐる燕の帰り道   季語:燕（春）

列車と一緒に燕も帰ってきました。



この写真で一句 5
   1月～3月兼題写真  「居酒屋」出題:池福楼

投稿順

昼寝覚 十二月飲み屋のメニュー消えたまま 季語: 十二月（冬)

真ん中にある黒板にはいつもならメニューが書かれているのでしょうが、
コロナのためか消されたままになっています。

iSAMU 初春や二度漬け禁止串カツや 季語: 初春（新年）

写真の串カツの文字が目に入りました。大阪の通天閣辺りの串カツ屋に入りますと、「兄ちゃん、写真の串カツの文字が目に入りました。大阪の通天閣辺りの串カツ屋に入りますと、「兄ちゃん、
二度漬け禁止やで」と良く注意されたものです。ほんま旨いで!大阪の串カツ二度漬け禁止やで!

マム 毎年の破魔矢、甘酒今、虚し 季語: 破魔矢（新年）、甘酒（夏）

池福楼 秋寒や昭和歌謡の酒美し 季語: 秋寒（秋）

ハイボール2杯目ひとり新年会  季語: 新年会（新年）

会食を自粛する今、一人で静かな宴。

準坊 熱燗に饒舌なりき赫ら顔 季語: 熱燗（冬）

焼鳥の煙の誘いまずビール 季語: ビール（夏）

北切雀 徳利が袴をはいて雪もよい 季語: 雪もよい（冬）

ドラム缶の「服は着せてネ」から祖父の晩酌風景を思い出しました。

つき出しはさしおき含む熱燗や 季語: 熱燗（冬）

とにかく胃の腑を温めたい寒い日。

陽閑 春寒の酒と話の花盛り 季語: 春寒（春）

千泉 不要不急賑やかメニュー春暮るる 季語: 春暮るる（春）

久芽 花冷えや居酒屋前で躊躇する 季語: 花冷え（春）久芽 花冷えや居酒屋前で躊躇する 季語: 花冷え（春）

熱燗で一杯、このご時世考えてしまいます・・・。

一枝 居酒屋の後は草餅母娘連れ 季語:草餅（春）

娘と旅した時のことですが、実際はケーキでした!
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自由俳句
（写真俳句）

陽閑 ひな祭り行事食だけ忘れまい
季語: 雛祭り（春）

北切雀 中天に満月置いて二月果つ
季語: 満月（秋）、二月果つ（春）

珍しく雲ひとつない満月が見られました。短いながらいろいろ
あった二月が終わる。満月は毎月あるので季語としては弱く、
「二月果つ」に重さが行くのではと思います。

短歌

準坊 風光りだんだん増える咲く花の色とりどりに楽しくなりて
家の庭にも春の色が増えてきました。

北切雀 いくつもの橋に思い出 滔々と北緯五十度タインの川よ
成人してから26年も暮らした北東イングランド。タインはその地方の最大の川です。

川柳

準坊 総務省忖度接待慣例化

総領の甚六親の威をかりて
 ガースーの息子絡みてグタグタに。

（英国ジョンソン首相）
北切雀 ワクチンで崖を越えるか谷底か

コロナワクチン成功大宣伝。が、死者約13万人の数字に蹴落とされるか。

写真投稿

昼寝覚 東京湾口に掛かる東京ゲートブリッジ
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昼寝覚 北三陸鉄道の安家川橋（akkagawa）

 10年前の大地震・津波にも被災を免れたようです。写真は大地震前のもの。

iSAMU 冬青（そよご）

iSAMU 秩父三十槌（みそつち）の氷柱

  令和3年２月「梅」（出題:iSAMU）の作品と投票結果  令和3年２月「梅」（出題:iSAMU）の作品と投票結果

<<   >>は作者コメント、* は読者コメントです。

* 陰鬱の疫病の中、待ち望んだ春を感じる写俳が揃いました。
* 花好きなので、二月号でまた秀作の花写真が見られて癒されました。
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写真俳句 投票数:30

一席
    ほつほつと蕾ほころぶ梅日和  久芽 （12 票）
    << ようやく畑の梅にも開花が始まってきました。>>

     * ほつほつとがいいですね。
     * 「ほつほつ」がいい。一気に句に引き込まれます。
     * ほつほつの表現が良いですね!咲きだした花を
       見ると心が和みます。
     * 梅日和が肌に伝わる句だと思います。
     * これくらいの花と蕾の咲き具合が大好きなので、
       私のお気に入りグッドタイミングの写真です!!
     * リズムがいいですね。
     * 梅の花の咲く様子をよくあらわしているようです。

* 「ほつほつ」のかなのやさしさが梅の開花らしく、この句の身上。因みに梅が散るのは「こぼれる」という。
  「ほころぶ」と共に美しい言葉です。

佳作（令和３年２月号掲載順）

梅香る雪かと思う白い花  梵木

* まだまだ肌寒い日に、梅を雪かと見まごう一瞬。
* 中七を「雪のごとくの」はどうでしょうかね。
* 本当に淡い雪景色のように見えます。梅といえば青空の背景が多い中、
 グレーの曇り背景の白梅を撮った感性が光ってます。
* いにしえの和歌にもあるように、梅の花と雪は見分けにくい。

しだれ咲く万朶（ばんだ）の梅や君いずこ  iSAMU

* しだれ梅はあまり見たことがないのですが、見事なものですね。
 素敵な方だったのでしょう。
* 満開の枝垂れ梅の妖艶な姿は、恋しい昔のまぼろしか、微かな胸の
 高まりか。

梅が香に巡りぬ古都に思い馳せ  陽閑
（借画像）

* 神社の屋根に梅とは里心を刺激されます。コロナ禍の過ぎるのを
 じっと待つ。
* 梅の香の「にほい」は自然の美しさを形容する言葉。京文化の美にも
 共鳴します。 共鳴します。



老木といえど梅なり艶めきて  一枝 9

<< 今は更地になっている実家の庭に梅がまだ残っていて、
     先年開花時に見る機会がありました。>>

* いかにも樹齢を重ねた木肌を背に、なんとも愛らしい蕾。
 「艶めきて」が効いています。
* 人間と同じで老木になるとそれなりに味わいが深くなるものです。
* 今咲かんとしている紅梅の蕾にぴったりの表現ですね。
* 年を重ねても品良く艶やかな人（女性）がいます。この老木の梅の句は
 そんな生き方を教えてくれるようです。
* 人間と同じで老木になるとそれなりに味わいが深くなるものです。
* 梅の枝は老木が良いですね。こんな諺をおもいだしました〈桜切るバカ、
 梅切らぬバカ〉。
* 切られず 残されたのは年輪を重ねた風格があったからでしょうね。

紅白を青天に置き梅競う  準坊
<< 紅梅、白梅、青天と色を付けて見ました。>>

* 青空に見事な梅の花。春が来た喜びが沸き立っています。
* 晴天に梅の花。色のコントラスト美しすぎる。
* 色のコントラストが鮮やかで、梅競う、の表現がいいですね。

薄き陽を受けて白梅五六輪  昼寝覚
<< 「暖かき陽」より「薄き陽」の方が寒々とした中
     可憐に咲く白梅の感じが出るかと思いました。>>

* 写真も句も上品でまさに梅。
* 作者のコメント同感です、写真にも合ってますね。
* 「薄き陽」としたことで白梅の香気をより強める句となりました。

梅東風や「法華経」鳴くは空耳か  池福楼

<< 梅と春告鳥のコラボがあれば何とも心地良い気分。>>

季語:梅東風（春）

* 「梅に鶯」春のユーモア。花の中に迷彩のように置かれた句が、
 なかなか見つけられない鶯の姿のようです。
* 梅の花を愛でているだけで、心地よいさえずりが聞こえてきそうです。

吾子見あぐ武州越生（おごせ）の空は梅  北切雀
<< 埼玉県越生町梅林で、生後六カ月の⾧女を抱いて
     梅見をした思い出です。>>（借画像）

* 越生の梅林は実に見事です。あまり観光地化していないのも良いですね。
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梅林の夫の記憶やなお遠く  千泉

<< よく行った近くの梅林なのですが、記憶に残っていないようでした。>>
     
* いい思い出は特に大切に深く仕舞ってあるのでしょう。
* 全体がぼうっと色づく日本の春の山が大好きです。
* 年齢を重ねてくると仕方の無い事です。順調に来ているという事ですね。
* ひと足早い春を探す観梅も桜の華やかさに叶わない?
* 記憶が薄れていくのをこういうふうに表現すればいいのかも。

俳句 投票数:30

   撮影:iSAMU   撮影:iSAMU

一席
ポップコーン爆けるごとく梅の咲く  久芽（8  票）
<< 春空にポップコーンが舞っている様でした。食いしん坊。>>

* この句は好きですねえ。楽しい発想が光る。
* 私も食いしん坊。
* ポップコーンの表現が軽やかです。
* 私も昔から梅の蕾と花はまるでポップコーンのようだと思ってました。私と同じく
 感じている方がいてすごく嬉しいです。
* 花より団子の流れですね。

佳作（令和３年２月号掲載順）

1 蒼天を背に紅梅の万朶なる  昼寝覚 季語: 紅梅（初春）

* 青空の元、見事に咲く姿が目に浮かびます。
* 青空の朝の光に満開の梅。香りが漂ってくるよう。

2 鳥騒ぎ耳心地よし梅見月  陽閑 季語: 梅見月（春、陰暦二月の異称）

* 寒く暗かったコロナの冬が終わる。鳥の声に癒される思いですね。
* 2月は梅見月ですか、いいですね。
* 新しい生命、エネルギーが満ち始める季節を賛歌。
* 2月は梅見月ですか、いいですね。
* 新しい生命、エネルギーが満ち始める季節を賛歌。
* 鳥たちは 季節の変化を感じ取りさえずる。それを聴く私達もこころ浮き立つ。
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3 芝犬や欠伸の先に梅開く  池福楼
<< 利発そうな犬にも⾧閑さが漂う。>>

* 犬のあくびの延⾧線に梅という取り合わせがいい。
* 春の⾧閑さが良く出ていますね。
* 梅林を犬連れで散歩しているのでしょうか、⾧閑さが伝わってきます。
* ぽかぽかとした陽気 こんな日は犬も欠伸がでるでしょう!
* リラックスしている犬との、のどかな風景が目に浮かびます。

4 母のおき手紙 鉢の小梅ひらく  北切雀
<< 2月、母が丹精していた鉢の白梅が咲き、1月に逝った母の置手紙のように思われました。
 果敢に破調に挑戦（笑）。>>

* 破調に挑戦が成功ですね。この様な句を詠みたい。
* 破調もよいものですね。
* 手紙にも増して雄弁にお母さまの遺志を伝える鉢の小梅。二つに分けた簡潔な破調も成功しています。

5 梅の香やそっとマスクを外しおり  準坊
<< コロナ禍の今マスクは必需品。マスクは冬の季語ですが、「梅の香や」と春を強調して
 季重なりを薄めました。>>

* マスクは「今の時代性で、もう冬の季語とは言えなくなってきている」と夏井いつき先生も言ってます。
 マスクを外したい気持ちとその香が良く伝わり、春の季語がちゃんと前に出ています。 マスクを外したい気持ちとその香が良く伝わり、春の季語がちゃんと前に出ています。
* 木の下で私もやっておりました。
* 何気ない行動を作句、季語も二つ、ともに参考になります。
* この季重ねは気になりません。今やマスクは季節に関係ないようです。
* 梅の香をマスクを外して楽しむ。分かります。
* マスクをしていると、季節を感じるとこが少なくなりますよね。
* 体の一部になってしまったようなマスク、梅の香がかげたなら 嗅覚 異常無し。

7 故郷はこれだけのもの紅き梅  一枝
* これに似た句はあるような気がしますが、故郷へのちょっと屈折した、深い愛情が感じられます。
* 未だ寒さ厳しい早春の故郷は白とグレーの世界。紅梅の開花がこの風景に唯一色を添えて。取り残された
 過疎の村にも1点の華やかさが灯る。

8 白衣の娘（コ）梅の精霊香り逝く  マム
<< 娘は道半ば、の歯医者でした。>>

* 残念な事ばかりでしょう。お辛いですね。
* 精霊が宿ると言われる紅梅。梅の枝を手に持つ雛人形を娘さんに重ねている姿を想像しました。

9 木々の中うす紅色の梅の花  梵木
* 大声で自己主張しない梅の姿を思いうかべました。
* なぜか心に留まる一句です。メロディが浮かびます。
* 紅梅の開花前は枝の断面も美しい断面になっている事を思い出しました。

10 蝋梅や生花習いし若き日々  千泉 季語: 蝋梅（晩冬）

<< 若い頃は習い事が多かったので、色々な場面を思い出します。>>

* 習い事といえばお花、お茶の世代ですが、若い時に覚えた事は残っているようです。今の所は。
* 蠟梅の黄色は風水のラッキーカラー。玄関に活け置いたものです。
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自由俳句

    陽閑 季語: 如月、クロッカス（春）

   如月の忍び歩きやクロッカス

   * 春の訪れが嬉しい一句。この後水仙が咲けばイギリスの春本番です。
   * 「忍び歩き」が可憐な花を踏み潰すまいとする気遣いだけでなく、
     光の春を静かに待ちわびる心境と感じました。

短歌

準坊 柚子もらい妻喜びてジャム作り瓶に詰めるもなかなか減らず
<< 妻の力作も結局家族は誰も食べず、一人で味わっている様です（写真左下）。>>

* 勿体ない!甘いのがダメなら柚子胡椒とか柚子味噌とかはいかが?
* 爽やかで香り高い柚子。家族の方が遠ざけるなんて何とも勿体無い。

北切雀 梨に柿レモンに林檎芽を出して窓際果樹園春の陽を待つ
<< 食べた果実の種を鉢に蒔いています（写真右上）。>>

* 果実名を連記して巧みにまとめられた歌です。「窓際果樹園」がとても面白い表現。

写真投稿
iSAMU

・多羅葉（たらよう）<< 葉書の木です。葉の裏に字を書いて切手を貼り郵便はがきとして使えます。>>

* そんな樹木があるとは知りませんでした (*_*)。
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* 卯月4月の兼題ははおこさんから「四月」、5月は北切雀から「石」、6月は準坊さんから「舟/船」と出ています。
* 令和3年弥生3月号の作品の写俳、俳句の中で「いいね」と思われた2作品の番号を投票して下さい。
* また特にいいと思われた写俳、俳句各1作品に持ち票2票づつを投票されても結構です。
* 句とは別に写真として特にいいと思われる写俳作品がありましたら「写真いいね!」として投票下さい。
* 作者名が入った作品は投票対象外です。
* 投票しなかった作品へのコメントも遠慮なくお寄せ下さい。写真、短歌、川柳、自由俳句も大歓迎です。
* 3月号への投票、4月号作品への投句、投稿の締め切りはともに4月20日です。
* 読者さんからの写真や句の投稿、兼題提案もお待ちしています。

* 今年から「この写真で一句」という3ヵ月毎の部門を始めました。兼題は言葉ではなく写真です。
 1. 兼題写真から自由に発想して「俳句」を詠んで下さい。
 2. 川柳、短歌と同様に投稿は自由です。
 3. 作品は記名で投票の対象外となります。
 4. 4月～6月の兼題写真は準坊さんの「隅田川」です。
 5. 7月～9月の兼題写真を募集しています。

 写楽句会 連絡先: kinuko_thompson@hotmail.com 
 写楽句会: https://3ban.nobody.jp/syaraku/syaraku.html 
 四季の森空間: https://isamusouma.web.fc2.com/

© 2021 Sharakukai

写楽句会俳人（五十音順）

1 池福楼 いけふくろう 2016年01月 東京都豊島区 会の名付け親、ロゴデザイン、
校正と投票精査

2 iSAMU いさむ 2017年10月 埼玉県志木市 2018年9月「写楽句会」ホームページ
開設、その管理

3 一枝 いっし 2019年11月 英国ウェイクフィールド市

4 おこ おこ 2020年12月 英国ニューキャッスル市

5 北切雀 きたきりすずめ 2016年01月 英国リーズ市 「写楽句会」編集、連絡窓口

6 準坊 じゅんぼう 2016年01月 埼玉県さいたま市 「写楽句会」校正と投票精査

俳号 参加年月 ひとこと在住地

6 準坊 じゅんぼう 2016年01月 埼玉県さいたま市 「写楽句会」校正と投票精査

7 沈丁花 じんちょうげ 2016年06月 東京都中野区

8 隅っ孤 すみっこ 2016年06月 東京都板橋区



9 千泉 ちせん 2016年01月 北九州市/英国サリー州

10 久芽 ひさめ 2016年01月 埼玉県さいたま市

11 昼寝覚 ひるねざめ 2017年10月 埼玉県志木市

12 梵木 ぼんぎ 2016年01月 東京都港区

13 マム まむ 2020年10月 英国ロンドン市

14 陽閑 ようかん 2021年02月 英国ロンドン市

    写楽句会読者さん（ABC順、敬称略） 皆さま匿名希望です。
お名前

1 CK 埼玉県さいたま市

2 FN 埼玉県朝霞市

3 FS 英国ニューキャッスル市

4 HS 英国北ヨークシャー州

5 JA 英国ロンドン市

お住まい

6 KH 英国リーズ市

7 NG スペイン、ムルシア州

8 RA 埼玉県さいたま市

9 SI 東京都板橋区

10 SK 英国ダーラム州

11 SN 東京都江東区

12 SS 神奈川県横浜市

13 YB 英国ロンドン市


